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宝
庫
西
門

第
一
項　

構
造
形
式
と
沿
革

　

宝
庫
西
門
は
、
桁
行
一
間
、
本
瓦
葺
の
門
で
、
西
面
し
て
建
ち
、
両
脇
に
土
塀
を
伴
う
。

棟
門
形
式
の
門
で
は
あ
る
が
、
柱
は
棟
木
ま
で
伸
び
、
楣
が
入
り
、
女
梁
は
な
く
、
男
梁
の

両
端
で
桁
を
受
け
る
。
男
梁
の
上
に
は
蟇
股
様
の
飾
り
を
付
け
る
。

　

正
倉
の
西
南
に
あ
り
、
東
大
寺
転
害
門
か
ら
ま
っ
す
ぐ
東
に
延
び
る
道
の
延
長
上
、
元
は

「
鼓
坂
（
つ
ざ
か
）」
と
呼
ば
れ
た
坂
の
頂
上
付
近
に
あ
た
る
。
江
戸
時
代
の
絵
図
に
は
正

倉
を
囲
む
土
塀
は
な
く
、
従
っ
て
こ
の
宝
庫
西
門
も
ま
だ
な
い
。
初
見
は
明
治
十
九
年
四
月

の
年
紀
を
持
つ
実
測
図
で
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
区
画
に
土
塀
が
あ
り
、
宝
庫
西
門
と
同
じ
よ

う
な
位
置
に
門
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
位
置
と
は
若
干
違
い
、
や
や
東
に
寄
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
の
大
正
十
二
年
の
絵
図
に
は
原
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
。
解

体
の
結
果
、
現
状
と
は
合
わ
な
い
仕
口
等
が
い
く
つ
か
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
宝

庫
西
門
は
、
は
じ
め
明
治
十
九
年
の
絵
図
に
見
ら
れ
る
位
置
に
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
大

正
期
後
半
ま
で
に
位
置
を
や
や
西
に
移
動
し
て
現
状
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
正
倉
の
整
備
工
事
で
は
、
素
屋
根
建
設
用
の
大
型
重
機
の
搬
入
な
ど
に
支
障
と
な

っ
た
た
め
、
宝
庫
西
門
は
一
旦
解
体
・
格
納
し
、
素
屋
根
解
体
後
、
傷
ん
で
い
た
木
部
を
繕

い
、
瓦
も
破
損
し
て
い
た
も
の
を
取
り
替
え
て
、
概
ね
解
体
前
の
状
態
に
復
旧
し
た
。

　

修
理
前
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
修
理
前
に
東
に
傾
斜
し
て
い
た
柱
を
支
え
て
い
た
鉄
製

の
パ
イ
プ
を
撤
去
し
た
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
修
理
で
柱
根
の
繕
い
な
ど
を
行
い
、
柱
を
立

て
起
こ
し
た
。
ま
た
、
控
柱
を
設
け
て
四
脚
門
風
に
し
、
転
倒
の
危
険
性
に
対
処
し
た
。

図249　竣工した宝庫西門（西面）
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図247　宝庫西門竣工正面図（西面）及び断面図

図248　宝庫西門修理前の状況（西面）
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第
二
項　

実
施
仕
様

一
　
仮
設
工
事

　

解
体
・
組
立
作
業
に
は
軒
足
場
を
設
け
た
。
組
立
時
に
は
シ
ー
ト
に
よ
る
簡
易
的
な
屋
根

を
設
け
た
。
使
用
材
料
や
工
法
は
、
正
倉
の
仮
設
工
事
に
準
じ
た
。

二
　
解
体
工
事

　

門
自
体
は
、
全
解
体
と
し
、
柱
礎
石
と
地
覆
石
ま
で
掘
り
上
げ
た
。
注
意
事
項
は
、
す
べ

て
正
倉
の
解
体
工
事
に
準
じ
た
。

三
　
石
工
事

（
一
）
計　

画

　

解
体
し
た
柱
礎
石
及
び
地
覆
石
を
旧
位
置
に
据
え
付
け
た
。
正
倉
の
仮
設
工
事
の
た
め
地

盤
は
一
旦
埋
め
ら
れ
た
の
で
、
埋
土
を
撤
去
し
た
後
、
階
段
石
等
の
不
陸
を
修
正
し
た
。

（
二
）
材　

料

　

解
体
し
た
石
材
は
、
将
来
の
保
存
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
の
で
再
用
し
た
。

（
三
）
工　

法

　

柱
礎
石
・
地
覆
石
は
、
空
練
モ
ル
タ
ル
に
て
据
え
付
け
た
。

四
　
木
工
事

　

破
損
し
て
い
た
部
材
は
、
同
材
種
で
取
り
替
え
あ
る
い
は
繕
い
を
行
っ
た
。
材
料
・
工
法

は
、
す
べ
て
正
倉
の
木
工
事
に
準
じ
た
。

五
　
屋
根
工
事

（
一
）
計　

画

　

門
部
・
袖
塀
と
も
本
瓦
葺
で
あ
っ
た
が
、
屋
根
は
取
解
く
前
に
破
損
調
査
を
行
い
、
各
瓦

の
年
代
、
形
状
、
寸
法
、
葺
足
、
瓦
割
り
等
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
特
に
変
更
さ
れ
た
痕

跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
再
用
で
き
る
瓦
は
で
き
る
だ
け
再
用
し
、
旧
状
の
通
り
に

復
旧
し
た
。

（
二
）
材　

料

　

再
用
瓦
・
補
足
瓦
に
つ
い
て
は
、
正
倉
の
屋
根
工
事
に
準
じ
た
。
棟
積
の
葺
土
に
は
防
水

剤
・
硬
化
遅
延
剤
・
不
凍
液
配
合
の
既
製
品
（
シ
ル
ガ
ー
ド
（
黒
））
を
用
い
た
。

（
三
）
工　

法

　

平
葺
は
、
乾
式
工
法
（
空
葺
）
と
し
、
正
倉
の
屋
根
工
事
に
準
じ
た
。

　

門
部
の
北
側
、
塀
が
北
に
向
か
っ
て
上
が
っ
て
い
く
部
分
は
、
修
理
前
に
鉄
板
に
て
設
け

ら
れ
て
い
た
水
返
し
を
銅
板
に
よ
り
行
っ
た
。

六
　
左
官
工
事

（
一
）
計　

画

　

門
の
両
脇
の
脇
塀
の
一
部
を
躯
体
ま
で
解
体
し
、
復
旧
し
た
。
そ
の
ほ
か
は
、
土
が
下
地

か
ら
浮
い
て
い
る
部
分
ま
で
解
体
し
、
在
来
の
工
法
に
よ
り
塗
り
直
し
た
。

（
二
）
調
合
・
材
料

　

標
準
調
合
比
は
下
記
に
よ
っ
た
が
、
土
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
設
計
監
理
者
の
指
示
に
よ

っ
て
調
整
し
た
。

イ　

荒
壁
土
、
日
干
し
煉
瓦

　

粘
土
一
㎥
に
藁
苆
三
〇
㎏
を
混
入
し
、
使
用
前
三
箇
月
以
上
水
練
り
し
て
寝
か
せ
た
も
の

を
用
い
た
。
数
回
切
り
返
し
、
藁
苆
を
入
れ
て
練
り
合
わ
せ
た
。

ロ　

斑
直
土
、
目
地

　

荒
壁
土
に
少
量
の
砂
を
加
え
た
。

ハ　

中
塗
土

　

簀
漉
し
土
一
㎥
、
川
砂
〇
・
三
～
〇
・
七
㎥
、
揉
苆
一
二
㎏
。

ニ　

砂
漆
喰

　

石
灰
二
〇
㎏
、
砂
二
〇
㎏
程
度
、
角
又
ま
た
は
銀
杏
草
一
㎏
程
度
を
煮
込
ん
だ
糊
、
マ
ニ

ラ
苆
一
㎏
程
度
を
混
練
し
て
、
一
昼
夜
置
い
て
使
用
し
た
。
マ
ニ
ラ
苆
は
使
用
前
に
一
日
以

上
水
に
晒
し
て
使
用
し
た
。
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ホ　

上
塗
漆
喰

　

石
灰
二
〇
㎏
、
晒
苆
一
・
三
㎏
、
角
又
一
㎏
。

（
三
）
工　

程

　

壁
の
塗
替
工
程
は
、
在
来
の
中
塗
り
を
剥
離
し
て
い
る
層
ま
で
こ
そ
げ
落
と
し
、
水
摺
り
、

散
り
伏
せ
（
砂
漆
喰
）、
中
塗
（
二
回
塗
）、
上
塗
（
二
回
塗
）
を
順
次
十
分
な
乾
燥
期
間
を

と
っ
て
塗
り
上
げ
た
。

（
四
）
工　

法

　

漆
喰
仕
上
げ
、
金
鏝
押
さ
え
仕
上
げ
と
し
た
。
工
法
は
、
下
記
を
基
準
と
し
た
。

イ　

躯　

体

　

解
体
調
査
の
結
果
、
脇
塀
の
躯
体
は
練
積
で
あ
っ
た
が
、
早
期
の
乾
燥
を
考
慮
し
、
日
干

し
煉
瓦
積
み
と
し
た
。
日
干
し
煉
瓦
の
形
状
は
、
二
二
〇
㎜
×
一
五
〇
㎜
で
厚
さ
を
一
〇
〇

㎜
と
し
、
同
種
の
土
に
て
目
地
を
設
け
、
日
干
し
煉
瓦
が
千
鳥
に
な
る
よ
う
積
み
上
げ
た
。

ロ　

斑
直
し

　

躯
体
の
乾
燥
後
、
斑
直
し
を
行
い
、
壁
面
を
整
え
た
。

ハ　

中　

塗

　

斑
直
し
乾
燥
後
、
中
塗
土
を
薄
手
の
鏝
で
十
分
押
し
つ
け
、
不
陸
の
な
い
よ
う
塗
り
上
げ

た
。
中
塗
仕
上
げ
の
箇
所
は
過
度
に
丁
寧
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
た
。

ニ　

漆
喰
上
塗

　

漆
喰
は
三
㎜
程
度
の
厚
み
に
不
陸
の
な
い
よ
う
塗
り
付
け
、
金
鏝
で
よ
く
磨
き
上
げ
た
。

七
　
雑
工
事

（
一
）
金
物
補
修

　

懸
魚
の
六
葉
金
物
や
建
具
の
肘
壷
及
び
座
金
な
ど
は
、
黒
錆
転
換
剤
を
用
い
て
補
修
し
た
。

（
二
）
洗
い
出
し
舗
装

　

東
面
の
雨
落
溝
の
内
側
は
、
モ
ル
タ
ル
土
間
と
な
っ
て
い
た
が
、
割
れ
な
ど
破
損
が
著
し

か
っ
た
の
で
、
洗
い
出
し
舗
装
に
改
め
た
。
配
合
は
、
正
倉
に
準
じ
た
。

図250　野垂木の施工

図251　平葺の施工

図252　日干し煉瓦の積み上げ

図253　壁下地の乾燥状況
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第
三
項　

調
査
事
項

一
　
破
損
状
況

（
一
）
環　

境

　

西
面
か
ら
吹
き
上
げ
る
風
を
受
け
る
と
こ
ろ
に
立
地
し
て
い
る
。
南
側
に
は
高
石
垣
が
積

ま
れ
、
周
辺
に
は
高
木
が
繁
茂
し
て
い
る
た
め
、
西
日
は
当
た
る
が
、
比
較
的
日
当
た
り
が

悪
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
二
）
軸　

部

　

柱
は
二
本
と
も
東
側
に
六
〇
㎜
ほ
ど
傾
斜
し
て
お
り
、
柱
の
東
側
に
は
丸
鋼
管
の
突
っ
支

い
棒
が
斜
め
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
柱
は
蟻
害
を
受
け
て
お
り
、
一
本
は
柱
根
の
部
分

が
太
枘
共
々
幾
分
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
欅
材
だ
っ
た
た
め
取
り
替
え

る
ほ
ど
の
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
楣
も
一
部
に
蟻
害
が
見
ら
れ
た
。
化
粧
棟
木
と
棟
木
の
天

端
に
わ
ず
か
に
腐
れ
が
見
え
た
。

（
三
）
野　

地

　

棟
際
と
北
面
の
螻
羽
は
、
修
理
の
手
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
防
水
紙
に
よ
る
土
居
葺
が
な

さ
れ
て
い
た
が
、
す
で
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
状
態
で
あ
っ
た
。
土
留
桟
も
止
釘
が
錆
び
て
腐
っ
て

い
た
。
野
地
板
は
東
面
の
一
部
に
蒸
れ
腐
れ
が
生
じ
て
い
た
。

　

両
脇
の
袖
塀
は
、
東
端
石
垣
際
の
軒
天
井
板
と
桁
面
戸
板
に
雨
の
浸
入
に
よ
る
腐
れ
と
蟻

害
が
見
ら
れ
た
。

（
四
）
屋　

根

　

瓦
は
、
表
面
全
体
が
苔
で
覆
わ
れ
た
状
態
で
、
修
理
前
に
は
既
に
部
分
的
な
修
理
が
な
さ

れ
て
い
た
。
葺
土
は
硬
度
を
失
い
、
一
部
は
流
れ
出
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
袖
塀
の
瓦

は
、
門
よ
り
破
損
が
ひ
ど
く
、
軒
丸
瓦
の
落
下
や
平
瓦
の
割
れ
、
棟
瓦
の
ず
れ
な
ど
が
見
ら

れ
、
緊
急
な
修
理
を
要
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　

留
蓋
瓦
は
正
面
に
な
る
西
面
の
み
に
あ
り
、
東
面
は
欠
損
し
て
い
た
。

図254　屋根瓦に付着した苔

図257　柱根の破損

図256　旧肘壷穴に作られていた蟻道

図255　袖塀の屋根の破損状況
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袖
塀
北
側
の
屋
根
は
、
北
に
向
か
っ
て
上
が
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に

水
返
し
と
し
て
仕
込
ま
れ
て
い
た
鉄
板
は
ほ
と
ん
ど
が
錆
び
て
腐
っ
て
い
た
。

（
五
）
壁

　

袖
塀
は
、
仕
上
げ
の
漆
喰
が
剥
落
・
汚
損
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
中
塗
に
ま
で
達
し
て

い
た
。
中
塗
は
土
の
強
度
が
失
わ
れ
、
ぼ
そ
ぼ
そ
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
芯
に
な
る
土
は
硬

く
堅
固
で
、
安
定
し
た
状
態
を
保
っ
て
い
た
。

（
六
）
そ
の
他

　

建
具
は
、
柱
が
傾
斜
し
て
い
た
た
め
完
全
に
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

　

金
具
は
、
懸
魚
の
六
葉
金
具
が
鉄
製
の
た
め
、
錆
び
て
欠
け
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
。

二　

形
式
と
技
法

（
一
）
屋　

根

　

宝
庫
西
門
は
、
二
の
平
瓦
の
葺
足
を
六
〇
㎜
、
ほ
か
は
一
〇
五
㎜
程
度
で
葺
き
上
げ
て
お

り
、
螻
羽
瓦
は
瓦
釘
止
め
、
そ
の
ほ
か
の
軒
瓦
は
銅
線
に
て
止
ま
っ
て
い
た
。

　

袖
塀
の
北
側
、
北
に
向
っ
て
上
が
っ
て
い
く
部
分
の
平
葺
に
は
水
返
し
と
し
て
、
コ
の
字

型
に
折
り
曲
げ
た
鉄
板
を
水
下
側
に
仕
込
ん
で
い
た
。
袖
塀
の
屋
根
は
、
練
積
と
な
る
塀
の

土
の
上
に
野
地
は
設
け
ず
、
葺
土
を
厚
く
置
い
て
瓦
を
葺
い
て
い
た
。
棟
の
位
置
に
は
割
竹

を
埋
め
、
こ
れ
に
銅
線
で
平
瓦
を
引
き
付
け
て
い
た
。

　

使
わ
れ
て
い
た
瓦
に
は
、「
瓦
又
」
と
「
京
都
深
草
瓦
師
寺
本
甚
兵
衛
」
の
刻
印
が
見
ら

れ
た
。

（
二
）
壁

　

脇
塀
の
躯
体
は
、
練
積
で
築
か
れ
て
い
た
。
壁
の
頂
部
に
は
、
小
さ
め
の
玉
石
が
詰
め
込

ま
れ
て
い
た
。

図258　水返しの鉄板図260　壁の施工状況と載せられていた小石

図259　宝庫西門の木部図261　宝庫西門柱頂部の納まり
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図264　竣工した北土塀と西土塀（西北隅内側）

図265　竣工した西宝庫北側土塀（北面）

図262　竣工した北土塀（北側東端）

図263　竣工した北土塀と西土塀（西北隅外側）

第
二
節　

土　

塀

第
一
項　

沿　

革

　

現
在
正
倉
を
囲
む
土
塀
は
、
正
門
の
東
側
（
南
土
塀
東
）
と
西
側
（
南
土
塀
西
）、
正
倉

の
東
側
（
東
土
塀
）、
北
側
（
北
土
塀
）、
西
側
（
西
土
塀
）、
西
宝
庫
の
北
側
（
西
宝
庫
北

側
土
塀
）
に
あ
る
（
注
一
）。

　

こ
れ
ら
の
土
塀
の
初
見
は
、
前
節
の
宝
庫
西
門
で
述
べ
た
通
り
、
明
治
十
九
年
の
実
測
図

に
な
る
。
こ
の
時
の
土
塀
が
、
現
在
の
区
画
の
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
当
時
の
土
塀
の

多
く
が
存
続
し
て
い
る
。

　

明
治
十
九
年
の
様
子
を
見
て
み
る
と
、
現
在
の
正
門
か
ら
東
に
延
び
、
東
宝
庫
の
あ
た
り

か
ら
北
に
折
れ
、
現
在
の
東
土
塀
と
な
る
。
東
門
（
注
二
）
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
土

塀
は
そ
の
ま
ま
北
か
ら
西
に
回
っ
て
い
く
が
、
現
状
の
土
塀
が
こ
の
時
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

西
土
塀
の
南
端
は
再
び
東
に
折
れ
、
三
ｍ
ほ
ど
で
止
ま
る
。
こ
の
位
置
は
、
前
節
の
通
り
宝

庫
西
門
の
前
身
建
物
位
置
と
な
っ
て
い
る
。
正
門
の
西
側
で
現
在
土
塀
の
残
っ
て
い
る
部
分

は
、
明
治
十
九
年
の
も
の
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
西
門
や
そ
の
脇
の
通
用
門

は
ま
だ
な
く
（
注
三
）、
土
塀
は
そ
の
ま
ま
西
へ
延
び
、
現
在
の
西
宝
庫
の
東
面
辺
り
で
北
へ
折

れ
る
。
そ
の
先
が
西
宝
庫
北
側
土
塀
に
繋
が
る
が
、
そ
の
位
置
は
、
現
在
の
西
宝
庫
北
側
土

塀
の
西
端
、
土
塀
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
境
と
な
る
部
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
西

宝
庫
北
側
土
塀
も
明
治
十
九
年
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
正
十
二
年
の
図
で
は
、
南
土
塀
の
東
に
門
を
挟
ん
で
塀
が
現
在
の
竹
藪
門
あ
た
り
ま
で

延
び
る
。
門
で
あ
っ
た
部
分
は
、
現
状
の
土
塀
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
か
ら

延
び
た
土
塀
は
、
現
在
南
面
・
北
面
と
も
本
瓦
に
よ
っ
て
葺
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
西

側
は
、
外
に
向
く
南
面
は
本
瓦
葺
な
が
ら
も
、
内
側
に
な
る
北
面
は
桟
瓦
葺
と
な
る
。
そ
の

境
目
が
、
図
に
描
く
土
塀
の
折
れ
点
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
、
現
在
も
門
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
部
分
の
両
端
で
壁
に
亀
裂
が
入
り
、
基
礎
に
も
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
後
は
、
昭

和
十
四
年
の
図
ま
で
こ
の
区
画
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
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第
二
項　

実
施
仕
様

一
　
仮
設
工
事

　

各
所
と
も
単
管
に
よ
る
軒
足
場
を
設
け
た
。
西
宝
庫
北
側
土
塀
の
北
側
は
高
石
垣
上
と
な

る
た
め
注
意
を
要
し
た
。
屋
根
は
掛
け
ず
、
シ
ー
ト
張
り
に
て
養
生
を
行
い
、
雨
な
ど
に
対

処
し
た
。
使
用
材
料
や
工
法
は
、
正
倉
の
仮
設
工
事
に
準
じ
た
。

二
　
解
体
工
事

　

屋
根
は
、
全
面
葺
き
直
す
た
め
す
べ
て
解
体
し
た
。

　

壁
面
は
、
下
地
か
ら
浮
い
て
い
る
部
分
を
す
べ
て
掻
き
落
と
し
た
。
西
宝
庫
北
側
土
塀
の

中
央
よ
り
西
方
は
、
壁
の
倒
れ
が
著
し
か
っ
た
の
で
躯
体
ま
で
解
体
し
た
。
ま
た
、
後
世
の

改
造
に
よ
り
躯
体
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
に
代
わ
っ
て
い
た
北
土
塀
西
端
も
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
す
べ
て
解
体
し
た
。

　

注
意
事
項
は
、
す
べ
て
正
倉
の
解
体
工
事
に
準
じ
た
。

三
　
屋
根
工
事

（
一
）
計　

画

　

屋
根
瓦
は
、
全
面
を
葺
き
直
し
と
し
た
。
瓦
は
努
め
て
再
用
す
る
こ
と
と
し
、
補
足
す
る

瓦
は
在
来
の
形
状
に
倣
う
こ
と
と
し
た
が
、
根
巻
き
の
腰
モ
ル
タ
ル
が
大
き
く
張
り
出
し
て

い
る
部
分
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
部
分
に
は
在
来
よ
り
長
い
瓦
が
必
要
と
な
っ
た
。

（
二
）
桟
瓦
葺
の
工
法

イ　

各
面
を
実
測
し
て
、
効
き
幅
を
基
準
に
左
か
ら
右
に
地
割
り
を
行
い
、
軒
瓦
の
出
の
位

置
等
を
決
定
し
た
。
割
付
が
決
定
し
た
ら
設
計
監
理
者
の
承
諾
を
得
て
施
工
し
た
。

ロ　

流
れ
が
短
く
、
軒
瓦
の
み
で
葺
け
る
た
め
、
軒
瓦
同
士
の
尻
を
銅
線
で
繋
ぎ
、
葺
土
は

ベ
タ
に
置
い
て
葺
い
た
。

ハ　

棟
積
の
工
法
は
、
正
倉
に
準
じ
た
。
棟
積
の
葺
土
に
は
防
水
剤
・
硬
化
遅
延
剤
・
不
凍

液
な
ど
が
配
合
さ
れ
た
既
製
品
（
シ
ル
ガ
ー
ド
（
黒
））
を
用
い
た
。

四
　
左
官
工
事

（
一
）
計　

画

　

壁
面
は
、
土
が
下
地
か
ら
浮
い
て
い
る
層
ま
で
解
体
し
、
在
来
の
工
法
に
て
塗
り
直
し
た
。

破
損
の
大
き
な
部
分
に
つ
い
て
は
一
部
躯
体
に
ま
で
解
体
範
囲
を
広
げ
た
。
鉢
巻
に
つ
い
て

は
全
面
解
体
し
、
下
地
か
ら
付
け
直
し
た
。
調
合
・
材
料
、
工
程
及
び
工
法
は
宝
庫
西
門
に

準
じ
た
。
宝
庫
西
門
と
異
な
る
も
の
を
（
二
）
以
下
に
あ
げ
る
。

（
二
）
躯　

体

　

解
体
調
査
の
結
果
、
東
・
北
・
西
の
各
土
塀
は
、
日
干
し
煉
瓦
積
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
の
で
、
日
干
し
煉
瓦
を
製
作
し
、
こ
れ
を
積
み
上
げ
た
。
日
干
し
煉
瓦
の
形
状
は
、
二

二
〇
㎜
×
一
五
〇
㎜
で
厚
さ
を
一
〇
〇
㎜
と
し
、
同
種
の
土
に
て
目
地
を
設
け
、
日
干
し
煉

瓦
が
千
鳥
に
な
る
よ
う
積
み
上
げ
た
。

　

ま
た
、
西
宝
庫
北
側
土
塀
は
、
練
積
で
あ
っ
た
の
で
、
施
工
に
は
型
枠
に
て
堰
板
を
設
け
、

版
築
風
に
搗
き
上
げ
た
。

（
三
）
鉢
巻
部
分
下
地

　

径
三㎝
の
真
竹
に
藁
縄
を
巻
き
付
け
た
縄
巻
竹
を
作
り
、
こ
れ
を
洋
釘
に
て
土
塀
の
躯
体

に
打
ち
込
ん
だ
も
の
を
芯
と
し
た
。

五
　
土
留
め
板
設
置
工
事

（
一
）
計　

画

　

北
土
塀
と
西
土
塀
の
入
り
隅
に
当
た
る
部
分
は
、
そ
の
東
南
が
大
き
な
窪
地
と
な
っ
て
お

り
、
土
塀
足
元
の
土
が
流
れ
て
基
礎
が
不
安
定
な
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
北
土
塀

西
端
南
側
と
西
土
塀
北
端
東
側
に
犬
走
り
の
よ
う
な
平
地
を
設
け
、
土
塀
足
下
の
地
盤
を
整

備
し
た
。
ま
た
、
西
土
塀
東
面
北
寄
り
で
は
、
腰
モ
ル
タ
ル
が
大
き
く
ず
れ
て
い
る
部
分
が

あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
解
体
し
、
現
状
に
倣
っ
て
復
旧
し
た
。

（
二
）
工　

法

　

鋼
管
を
打
ち
込
み
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
を
現
地
勾
配
に
あ
わ
せ
て
目
通
り
よ
く
並
べ
、
鋼
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図269　鉢巻の下地となる縄巻竹取り付け

図270　版築による躯体（西宝庫北側土塀）

一部修復　 延長 22, 200
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図271　土留め板設置の模式図

製
バ
ン
ド
で
固
定
し
た
。
そ
し
て
、
土
塀
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
の
間
に
砕
石
に
よ
り
盛
土
を

し
、
整
地
し
た
。
腰
モ
ル
タ
ル
の
修
理
は
現
状
に
倣
っ
た
。

図267　桟瓦葺の状況（北面）

図268　土留め板設置状況

図266　日干し煉瓦乾燥の様子
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第
三
項　

調
査
事
項

一
　
破
損
状
況

（
一
）
環　

境

　

正
倉
を
囲
む
東
面
・
北
面
・
西
面
の
土
塀
は
樹
木
に
覆
わ
れ
、
全
体
と
し
て
日
当
た
り
が

悪
か
っ
た
。
ま
た
、
覆
っ
た
樹
木
の
枝
な
ど
が
落
下
し
て
瓦
や
壁
に
当
た
り
、
瓦
や
壁
に
被

害
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
も
見
ら
れ
た
。

（
二
）
屋　

根

　

所
々
の
瓦
が
、
周
辺
樹
木
の
折
れ
た
枝
な
ど
に
よ
っ
て
割
れ
、
雨
水
を
直
接
壁
に
伝
え
て

い
た
。

（
三
）
壁

　

各
面
と
も
仕
上
げ
の
漆
喰
は
一
度
下
方
が
付
け
直
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で

に
そ
の
多
く
が
崩
落
し
て
い
た
。
瓦
を
支
え
る
鉢
巻
も
部
分
的
に
補
修
さ
れ
て
い
る
も
の
の

繰
り
返
し
破
損
し
、
下
地
の
竹
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
数
箇
所
見
ら
れ
た
。
全

体
に
足
下
か
ら
六
〇
〇
㎜
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
、
後
補
の
腰
モ
ル
タ
ル
に
よ
る
根
巻
き
が

な
さ
れ
て
い
た
。

　

北
土
塀
は
、
西
か
ら
東
に
向
か
っ
て
勾
配
が
つ
い
て
い
る
が
、
最
も
勾
配
の
強
い
あ
た
り

で
は
躯
体
と
な
る
日
干
し
煉
瓦
積
の
縦
方
向
の
目
地
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
表
面
ま

で
亀
裂
が
出
て
い
た
。
ま
た
、
北
面
の
一
部
に
日
干
し
煉
瓦
が
削
り
取
ら
れ
た
よ
う
な
部
分

が
あ
っ
た
が
、
原
因
は
分
か
ら
な
い
。
西
端
二
〇
ｍ
は
、
そ
の
躯
体
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
積
に
変
わ
っ
て
い
た
。

　

西
土
塀
の
東
側
北
寄
り
の
入
り
隅
に
近
い
と
こ
ろ
は
東
側
が
窪
地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
根
元
の
土
が
窪
地
側
に
流
れ
、
根
巻
き
の
モ
ル
タ
ル
は
下
方
に
ず
れ
、
さ
ら
に
足
下

に
は
隙
間
が
空
き
、
元
の
石
の
基
礎
が
露
わ
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
西
土
塀
東
側
の
ほ
ぼ

中
央
あ
た
り
は
、
荒
壁
地
が
剥
き
出
し
に
な
る
ま
で
土
が
落
ち
、
平
瓦
も
す
べ
て
落
ち
る
ま

図275　壁面の大規模な崩落（西宝庫北側土塀）図276　瓦と壁面の大規模な崩落（西土塀東面）

図274　土塀躯体からの割れ（北土塀） 図273　瓦の割れと漆喰の汚損（北土塀） 図272　漆喰の剥落（北土塀南面）
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図279　残存していた当初の鉢巻

図280　大きな日干し煉瓦積と後補のブロック積

で
破
損
が
進
ん
で
い
る
部
分
が
あ
っ
た
。

　

西
宝
庫
北
側
土
塀
の
北
面
は
、
石
垣
上
の
た
め
壁
表
面
に
ツ
タ
な
ど
が
生
え
て
も
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
範
囲
で
鉢
巻
ま
で
崩
落
し
て
い
た
。

二
　
形
式
と
技
法

（
一
）
屋　

根

　

南
土
塀
の
一
部
を
除
き
桟
瓦
葺
と
な
る
が
、
瓦
は
、
西
土
塀
の
西
面
の
み
軒
唐
草
瓦
を
用

い
、
そ
の
ほ
か
は
軒
先
も
す
べ
て
瓦
当
の
な
い
桟
瓦
で
葺
か
れ
て
い
た
。
東
土
塀
で
は
軒
唐

草
瓦
の
瓦
当
部
分
を
わ
ざ
わ
ざ
切
り
取
っ
た
瓦
が
軒
先
に
使
わ
れ
て
い
た
。
瓦
に
は
「
瓦

儀
」
と
い
う
刻
印
を
持
つ
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
。

（
二
）
壁

　

東
土
塀
か
ら
北
土
塀
に
か
け
て
の
躯
体
部
分
は
、
大
き
さ
に
は
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
っ

た
が
概
ね
一
七
〇
㎜
×
一
二
五
㎜
で
、
厚
さ
九
〇
㎜
程
度
の
小
振
り
な
日
干
し
煉
瓦
を
積
み

上
げ
て
造
ら
れ
て
い
た
。
日
干
し
煉
瓦
同
士
に
は
目
地
は
な
く
、
合
い
端
は
空
積
み
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
日
干
し
煉
瓦
を
積
ん
だ
上
に
は
三
〇
〇
㎜
の
練
積
を
さ
ら
に
積
ん
で
い
た
。
北

土
塀
西
端
の
二
〇
ｍ
の
躯
体
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
に
変
更
さ
れ
て
い
た
。
西
土

塀
は
、
東
土
塀
や
北
土
塀
と
は
大
き
さ
の
違
う
日
干
し
煉
瓦
が
積
ま
れ
て
い
た
。
時
期
が
異

な
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
職
人
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
西
宝
庫
北
側
土
塀

の
躯
体
は
練
積
で
、
上
下
二
回
に
分
け
て
積
ま
れ
て
い
た
。

　

北
土
塀
の
調
査
で
は
、
当
初
の
技
法
が
概
ね
判
明
し
た
。
鉢
巻
の
下
地
は
、
荒
地
に
刺
し

た
半
割
の
竹
串
に
丸
竹
の
縄
巻
き
竹
を
載
せ
、
お
そ
ら
く
は
縄
で
縛
っ
て
土
を
付
け
て
い
た
。

縄
は
腐
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
跡
が
空
洞
に
な
っ
て
残
っ
て
い
た
。
後
補
の
鉢
巻

の
下
に
部
分
的
に
当
初
形
式
が
残
っ
て
い
た
部
分
が
あ
っ
た
の
で
、
寸
法
ま
で
追
う
こ
と
が

で
き
た
。

（
三
）
基　

礎

　

基
礎
は
、
水
切
り
に
玉
石
が
置
か
れ
て
い
た
。

図277　日干し煉瓦積の状況

図278　日干し煉瓦
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図281　北土塀の当初形状と現状

注
一　

土
塀
の
名
称
は
、
説
明
用
に
便
宜
的
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
位
置
は
図
2
参
照
。
ま
た

現
在
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
竹
藪
門
の
西
側
を
南
か
ら
北
へ
延
び
、
さ
ら
に
西
へ
折
れ

て
北
門
を
介
し
て
東
土
塀
に
突
き
当
た
る
塀
と
西
宝
庫
北
面
土
塀
の
西
に
続
き
南
へ
折

れ
、
西
宝
庫
の
南
側
へ
回
り
込
み
、
南
土
塀
西
に
繋
が
る
塀
が
あ
る
。
前
者
は
、
東
宝

庫
建
設
の
際
に
作
っ
た
塀
で
あ
り
、
後
者
は
、
西
宝
庫
建
設
の
際
に
現
状
の
よ
う
に
整

備
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
で
あ
る
。

注
二　

東
門
は
、
正
倉
の
真
東
に
あ
り
、
現
在
は
見
学
者
用
の
門
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
正
倉

修
理
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
形
で
新
調
し
た
。
な
お
、
金
具
類
は
化
粧
直
し
の
上
、

再
用
し
た
。

注
三　

西
門
は
、
正
門
の
西
お
よ
そ
一
五
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
門
で
、
持
仏
堂
の
真
南
に
あ
る
、

一
間
、
切
妻
造
、
本
瓦
葺
の
門
で
あ
る
。
通
用
門
は
、
西
門
の
す
ぐ
西
脇
に
あ
る
幅
半
間
、

切
妻
造
、
本
瓦
葺
の
門
で
あ
る
。
共
に
、
土
塀
よ
り
屋
根
を
切
り
上
げ
て
い
る
が
、
通

用
門
は
潜
門
に
近
い
。

図282　軒先の瓦（瓦当なし）の刻印「瓦儀」

図283　土塀の基礎玉石

北土塀　現状

1
,
3
4
0

90内外
0～7程度

部分的には逆転有り
50内外

333

径45割竹に縄巻、洋釘止め
150内外(120～170）

381

570内外

570～640

北土塀　当初

1
3
3

縄巻竹径30の半割
竹釘　L＝230　@450

日干し煉瓦の上、荒壁土置き
1尺と7寸の2段にされる

漆喰仕上げかどうかはわからない

見える範囲で11段積
目地に詰め物なし(空積)

角丸く団子状
日干し煉瓦175×125×90程度

381

156 136

459

462

1219

572

北土塀　竣工

1
,
3
4
0

4
3
7

590

15
2424

3
60
内

外

565

45
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